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運動会が目の前に                              校長 三好 則史 

 毎日、朝から運動場や体育館、ホールから子どもたちの元気な声が響きます。25日の運動会本

番に向け、練習に力強さが増していることがよく分かります。３年生高月ももこさんが考えた今

年度のスローガン、「トロフィーに 仲間とともに 名を刻め」の下、全ての種目で、赤組（紅

龍鬼）、白組（白爆辰）、どちらも力を出し切った勝負になることを祈っています。 

 先週から最も気になるのは当日の天気でした。先週の予報ではすっきりしない感じでしたが、

子どもたちの熱気のおかげか、今週は雨雲が寄ってこないような一週間になりました。おかげで

練習もほぼ計画通りに進み、後は、精一杯頑張る姿を見てもらう本番を待つのみになったようで

す。当日、万全の体調で臨めるよう、最後の仕上げに体調管理がうまくいくよう願っています。 

～今シーズン初の出会い～ 

 先週の土曜日、日課の自宅から新池への散歩をしました。帰り道、ソフトの練習を終えて自転

車で帰る子どもたちに会うくらいの時間帯です。ここまで鳴くのかと思うくらいのカエルの声

を聞きながら折り返して帰ろうとすると、青白く光るものが目の前を通りました。ホタルです。

思わず「おっ。」と声を上げてしまいました。今年はなかなか暖かくなり切らなかったため、予

想外の出来事でした。今回は１匹だけでしたが、これからは次の出会いを楽しみの一つにして歩

けそうです。（21日は４匹）身近なところでホタルに出会える、三瓶っていいところです。 

～信号を守って守る わたしの未来～ 

 これは、主人公成瀬あかり、６年生の時の交通標語です。文中

に出てきたとき、「なるほど、こんな考え方もありか。」と勉強に

なりました。交通ルールを守って自分の命を守ることは、自分

の未来を守ることにつながります。分かり切ったことのようで

すが、改めて考えることができました。今回の読書では、こんな気付きがありました。 

 今年度目指す児童像の中に「本をたくさん読み、心を豊かにする子」を掲げています。「人は、

食べたものと、目にした言葉と、出会った人から作られていく」という言葉がありますが、三瓶

のおいしいものをたくさん食べ、三瓶の人の優しさ・温かさに触れ、その上に多くの書物の中の

たくさんの言葉に出会うことで、三瓶のことが大好きなやさしい人になってほしいと思ってい

ます。 

 読書の目標は、発達段階、読む本に合わせて、１年生は100冊、２年生は200冊、３・４年生は

7,000ページ、５・６年生は5,000ページです。量はあくまでも目安ですが、読書を重ねる中で、

お気に入りの本に出会ったり、共感できる主人公に出会ったりします。勇気づけられたり、一緒

に悩んだりすることもあります。普段の生活の中ではなかなかできない気付きが読書の中には

きっとあるはずです。それらを多く経験することで心が豊かになると思っています。 

 読書が苦手な人も、ちょっと無理して時間をつくってみませんか。 
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５／２(木）遠足 三瓶のよいところ発見！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

～PTAのお知らせ～  役員会を行いました！ 

４／26（金）に今年度の役員の皆様にお集ま 

りいただきました。広報部、研修部、保体部、 

補導部で、それぞれ部長さんが決まり、順調な 

スタートです。 

 PTA広報誌「五つ星」西予市優秀賞受賞！ 

 昨年度発行の広報誌が、西予市のコンクールで優秀賞となり、５／11（土）の市 PTA連合総会

において、表彰がありました。昨年度の広報部の皆様には、企画、編集に携わっていただき、大

変お世話になりました。また、原稿の提供、写真の提供、撮影等に関わってくださった多くの皆

様の御協力にも感謝申し上げます。ありがとうございました！ 
 

５／21（火） 第 1回学校運営協議会 開催！    

今年度も年間５回の計画で行います。メンバー

は、地域の方、PTA会長・副会長、三瓶支所地域生

活課主幹様、三瓶町の各地域づくり活動センター 

の主事様など 13名の方々。地域での学び、学校で

の学びが充実したものとなるよう意見交換を行い

ました。今年度も、三瓶っ子の成長に向けて多くの皆様が関わってくださいます。 

 

 

かめたんニュース 

風光明媚な三瓶町。低・中・高学年でそれぞれ３か

所の景色を楽しみました。今年の遠足の思い出と共

に、いつの日か思い出す景色となりますように！ 

かめたんの参考書 ① 

「ととのえる」 

 

生活のいろいろな場面にある「ととのえる」という行為。三瓶

っ子は、ずっと取り組んでいます。次に使う人のことを考えるト

イレのスリッパ。ものを丁寧に扱うことにつながる靴箱のはきも

の。「ととのえる」行為は、落ち着いて生活することにつながりま

す。大切なときに力を発揮できるよう「ととのえる」をがんばる

人がいます。そして大きな運を引き寄せる人も！ 


